
                               2020年11月21日 

攻玉社を志願してくださる皆様へ 

                          攻玉社中学校 校長 岡田貴之 

 

第 2 回入試説明会の中止および動画配信のお知らせ 

 

12 月 12 日（土）に予定しておりました第２回入試説明会は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、止むを得ず中止とさせていただきます。 

代替措置として、12 月 8 日（火）から 12 月 15 日（火）まで、説明内容を YouTube

で動画配信致します。 

また攻玉社の授業紹介動画も併せてご覧ください。 

なお掲載期間中の HP へのアクセス集中を避けるため、この PDF をあらかじめ

パソコン等に保存しておいていただければ幸いです。 

 

攻玉社の教育について      校長       岡田 貴之 

                   https://youtu.be/YshlZpRNuLU 

 

 

入試問題について        国語科主任  舘山 圭一 

                  https://youtu.be/F84KuR86sBQ 

 

 

                数学科主任  藤田 修一 

                  https://youtu.be/TBSABSzDtzU 

 

 

                理科主任   福島 唯実 

                   https://youtu.be/KyMWqgDRh28 

 

 

                   社会科主任  杉本 直紀 

                  https://youtu.be/xd285xyZFfw 

 

授業紹介動画 

                                    https://youtu.be/61LrS0skyTY 

https://youtu.be/YshlZpRNuLU
https://youtu.be/F84KuR86sBQ
https://youtu.be/TBSABSzDtzU
https://youtu.be/KyMWqgDRh28
https://youtu.be/xd285xyZFfw
https://youtu.be/61LrS0skyTY


２０２１ 
入試説明会資料 

 

国語 

第１回、第２回 

 

 

漢字の読み書きの問題、慣用句などの幅広い日本語の知識を問う問題と文章題を出題して

います。 文章題は、文学的な内容のものと、論理的な内容のものとの２題を出題していま

す。文章題では記述力も含めて様々な観点から国語力を問うようにしています。 

 

＊ 対策・注意 

・漢字に関してはトメ、ハネまできちんと書いてください。日頃から辞書等を使い語彙を

増やしておくと良いでしょう。 

 

 

 

社会 

第１回、第２回 

 

 

大問は２つです。大問１は歴史分野と公民分野を中心とした問題です。大問２は地理分野

を中心とした問題で、資料を読み取る問題などがあります。 

 

【対策・注意】 

1. 地理・歴史・公民の３分野をしっかり学習して下さい。 

2. 人物名や語句は漢字で正確に書けるように学習して下さい。 

    3. 過去問に目を通しておいて下さい。 

  4．時事問題に興味を持ち学習して下さい。 



算数 

第１回、第２回 

 

 

全４問の出題予定です。 

大問１ 基本的な計算（分数や小数の四則、空欄補充、約束記号など） 

大問２ 小問集合（算数全般） 

大問３ 文章題（時間と速さ、連続的に変化するものなど） 

大問４ 図形（相似に関する比、連比・面積の計算、立体の表面積・体積など） 

 

 

特別選抜試験 

 

 

 答えのみを記入する「算数①」と、途中の解法も記述する「算数②」の、 

２つの試験を行います。（休憩をはさみ、続けて実施します） 

 

「算数①」は、問題文が２～３行程度の小問題（答えのみを記入）の形式です。 

算数に関する様々なジャンル（計算、関数、数列、場合の数、図形、論理的思考など）から出

題します。 

「算数②」は、長めの文章題や図形の応用問題が３題（途中の考え方も記述）の構成です。 

②のこれまでの出題分野は「整数問題」、「やや複雑な数列」、「中学高校の数学に通じる単元」、

「立体の計算（計算量が多いもの）」などです。 

 

 

◎よくあるご質問について 

・特別選抜試験の「算数②」以外は、すべて「解答のみの採点」となります。 

  （途中式は部分点の対象としません） 

・定規・コンパスは持ち込み可ですが、使わないと解答できない問題はありません。 

  （図などを描く場合は、手書きの解答でも OK です） 

・分数は「帯分数」・「仮分数」ともに○ですが、約分忘れは減点します。 

・比の形で答えるときも「もっとも簡単な整数の比で」と指定があります。 

・小数点のケタの間違いについては、減点ではなく×とします。 

・「ｃｍ」や「分」など、答えに単位が必要な問題については、解答欄に単位を記載してあり

ます。 



理科 

 

○問題構成 

 

物理・化学・生物・地学の各分野から大問 1 問ずつ、計 4 問です。配点も均等に、各分野 12

点か 13 点で合計５０点です。 

 

○各分野の出題の順番 

 

第 1 回・第 2 回とも、分野の出題の順番は決まっていませんが、なるべく取り組みやすい問

題を第 1 問にしています。 

 

○問題の難易度 

 

第１回の方を全体としてやや取り組みやすいように選んでいます。 

 

○問題の内容 

 

本校入学後、実験・観察を中心に授業を展開していくこともあり、実験や観察を題材にした

ものを多くしています。また、自然に対して興味・関心があること望んでいるので、特に生

物・地学の分野では、教科書の内容を超えた知識や時事的な知識を問うことがあります。 

 

 

対策・注意 

 

１． 過去の問題を出来るだけ多く解き、対策することが大切です。 

２． 物理分野では、基本的な問題とともに、やや応用的な思考力や計算力を見る問題も出題

します。 

３． 化学分野については、おもに実験に関する問題を出題します。また、化学の学習を進め

る上での基礎となる、物質の性質に関する問題を繰り返し出題しています。 

４.  生物分野では、基本的な知識を問うとともに、身の回りの自然や新聞などに載っている

時事的内容に関する問題を出題します。 

５．地学分野では、基本的な知識を問うとともに、実際の観察・観測に関する内容の問題を

出題します。また、日常の地学分野の知識を問う問題も出題します。   



 



 



 

 

 



 


